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TeamViewerとは

TeamViewerは、リモートデスクトップ接続やリモートコントロールを可能にするソフトウェアです。

ユーザーが遠隔地にあるコンピューターを操作したり、データにアクセスしたりすることができます。

また、ファイル転送やオンライン会議でも利用でき、Windows、Mac、Linux、iOS、Androidなど、さま

ざまなプラットフォームで利用できます。



1.  公式サイトにアクセスし、右上の『無料ダウンロード』をクリックします。

3. 『Windows』を選択し、『サポートを受ける場合：TeamViewer QuickSupport』の『64-bit』をダウン

ロードします。

※64-bitか32-bitかが不明の場合はスタートメニューの「設定」→「システム」→「バージョン情報」→

「システムの種類」で確認できます。

TeamViewerのインストール

Windowsの場合

1.  公式サイトにアクセスし、右上の『無料ダウンロード』をクリックします。



6. 先ほどダウンロードした『TeamViewerQS_x64』をダブルクリックすると下記の画面が表示されるの

で、プライバシーポリシー同意のチェックを入れ『続行』をクリックします。

右画像のようなの画面が表示されたら、インストール完了です。

4. 画面左下のWindowsマークをクリックし、『Windowsシステムツール』の『エクスプローラー』をク

リックします。

5. エクスプローラーのダウンロードに『TeamViewerQS_x64』が存在していればダウンロード成功です。



3. 『macOS』を選択し、『サポートを受ける場合：TeamViewer QuickSupport』をダウンロードしま

す。

Macの場合

1.  公式サイトにアクセスし、右上の『無料ダウンロード』をクリックします。

1.  公式サイトにアクセスし、右上の『無料ダウンロード』をクリックします。



5. 先ほどダウンロードした『TeamViewerQS.dmg』をダブルクリックすると下記の画面が表示されるの

で、『TeamViewer QuickSupportのアイコン』をダブルクリックします。

6.右画像の画面が表示された場合は、『開く』をクリックします。

7. プライバシーポリシー同意のチェックを入れ『続行』をクリックします。

8. 『接続中に画面の閲覧を許可します。』をクリックします。

9. システム設定画面が表示されるので、『プライバシーとセキュリティ』の『画面録画』をクリックしま

す。

4. Finderを開き、ダウンロードに『TeamViewerQS.dmg』が存在していればダウンロード完了です。



11. 『終了して再度開く』をクリックします。

12. TeamViewer再起動後、右画像の画面が表示されるので、『接続中に画面の閲覧を許可します。』の横

にチェックマークがついていることを確認します。

確認ができたら、次に『接続中にマウスとキーボードの制御を許可します。』をクリックします。

13. システム設定画面が表示されるので、『TeamViwer QuickSupport』の右端にあるボタンをオンにしま

す。

14. 元の画面に戻り、『接続中にマウスとキーボードの制御を許可します。』の横にチェックマークがつ

いていることを確認します。確認ができたら、『続行』をクリックします。

15. 右画像の画面が表示されたら、インストール完了です。

10. TeamViewer QuickSupportの右端にあるボタンをクリックします。

※パスワードを聞かれる場合は、ご自身のロック解除パスワードを入力してください。



1.端末にTeamViewerをインストールします。

2.ライセンスを購入時にご登録されたメールアドレス宛てにライセンス有効化のメールが届きます。メー

ルの中の 有効にするをクリックします。

注意: 複数の製品を購入した場合は、各ライセンスを個別に有効化する必要があります。

3.TeamViewerアカウントを既にお持ちの場合は、既存のTeamViewerアカウントでサインインし、有効に

するをクリックして4に進みます。

Business ライセンスの有効化方法

3.TeamViewer アカウントをお持ちでない場合

1. 登録をクリックしてアカウントを作成します。

2.メールアドレス、お名前を入力し、パスワードを作成します。 EULAをご一読いただき同意された後に

キャプチャボックスにマークを付けます。有効にするをクリックします。

3. アカウント作成したご本人でお間違いないかを確認するためのメール送信されます。メールの中のリン

クをクリックしてアカウントを確認されたらライセンスの有効化が完了します。



4.ライセンスが正常に有効化されたことを確認するポップアップが表示される Management Console に

リダイレクトされます。 OKをクリックします。

5.TeamViewerアプリケーションを開くオプションを含むポップアップが表示されます。 TeamViewerを開

くをクリックします。

以上でTeamViewerアカウントにサインインし、ライセンスを正常に有効化されました。ライセンスとア

カウントの紐づけ作業が完成です。

注意: ライセンス接続を行うには、常にTeamViewerアカウントにサインインする必要があることに注意し

てください。接続されていない場合は、無料版で実行されます。

注意: 複数のBusinessライセンスを購入した場合、それぞれのBusinessライセンスを別々のTeamViewer

アカウントで有効化してください。Businessライセンスはシングルユーザーライセンスであるため、1つ

のTeamViewerアカウントでのみ有効化することができます。



1. 上記の設定で登録したアカウント情報でログインすることで有料版としてご利用いただけるようになり

ます。 ログインをするために、①右上の人型アイコンをクリックするか、②コンピュータ＆パートナーリ

ストのタブをクリックすると簡単に見つけることができます。

2. アカウント情報を入力した後はサインインをクリックしてください。

注意: TeamViewerアカウントとライセンスを紐づける作業をしただけでは、有料版としてご利用頂けませ

ん。必ず上記で説明したようにTeamViewerのソフトウェア上でライセンスを紐づけしたアカウントをご利

用してログインをする必要がございます。

注意: はじめて Management Console 、またはTeamViewerソフトウェアにサインインをする場合、「コン

ピュータ&パートナー・エラー」が表示されます。デバイス認証のメールが自動送信されていますので、

メールをご確認の上、メールの中のリンクをクリックしてください。自動的にブラウザ上にページが移動

致します。最後に『デバイスの追加』をクリックして頂き、正常に追加されましたと表示されたら認証確

定です。その後サインインができます。

有料版として遠隔操作を始める方法



ライセンスが有効化されているか確認する方法

デバイスが適切に有効化されたかどうかを確認するには、以下の2つの方法があります。

1. ライセンスに紐づけられたTeamViewer アカウントにサインインした後、TeamViewer (Classic)アプリ

ケーションでメニューアイコン(≡)➜ ヘルプ➜ TeamViewerのバージョン情報をクリックしてください。

2. ライセンス：Businessが表示されている場合、デバイスはライセンスされています。

3. TeamViewer (Classic) Management Console にサインインした後、右上のプロファイルの編集をク

リックします。

4. ライセンスタブで、デバイスがTeamViewerアカウントに割り当てられている場合、デバイス/コン

ピューター名が表示されます。それ以外の場合、TeamViewer IDのみが表示されます。

5. ここでデバイス情報を見ることができれば、無事に有効化されたことを意味します。



最大3台のデバイスでTeamViewer のライセンスを有効化でき、遠隔操作ができます。 (同時接続数は1で

す)。

ハードウェアの交換や「Install Limit Reached」アラートなどの理由で、接続元のデバイスを交換したい

場合は、以下の手順を参照してください。

１.TeamViewer (Classic) Management Console へサインインします。

２.右上のユーザー名をクリックします。

３.プロファイルの編集をクリックします。

４.ライセンスタブをクリックします。

５.デバイスの管理が可能となります。現在有効化されているデバイスの使用中のIDが表示されております

ので、無効化されたい場合はデバイスの無効化をお選び下さいませ。

Business プランの有効化管理方法

最大3つのデバイスから遠隔操作が可能です。（同時に1つのデバイスから接続します）すでに3つのデバ

イスが登録されている場合、4台目の端末にログインをするタイミングでTeamViewerアプリケーションに

ポップアップが表示され、ライセンスから既存のデバイスの1つを無効化（削除）するように指示されま

す。

エラーメッセージの中に表示されている、既存のデバイスを交換オプションをクリックすると、

Management Console へ移動します。または、ここからManagement Console に手動でログインしてく

ださい。

注意: ライセンスを移行できる回数は年間で10回でございます。こちらは端末の代替や故障の際にご利用

いただく為に用意しております。回数制限をなくされたい場合、または Windows Server を使用する場合

は、Premium または Corporate ライセンスをお勧めします。

インストールの上限に達しましたというメッセージが上がった場合

Business プランを無効化する方法


